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　（趣旨）
第１条　この要綱は、市内の中学生に対し、習慣的な家庭学習を提唱するとともに、より質の高い家庭学習時間及び対象生徒に居場所を提供することにより、基礎学力の向上を図るため、歌志内市公的学習塾チャレンジキャンパス（以下「学習塾」という。）の設置に関し、必要な事項を定めるものとする。
　（実施主体）
第２条　本事業の実施主体は、歌志内市教育委員会（以下「教育委員会」という。）とし、実施にあたっては適切な運営を確保することができる法人等（以下「法人」という。）に委託するものとする。
　（所管）
第３条　本事業の所管は教育委員会社会教育グループとし、事務を所掌する。
　（対象者）
第４条　学習塾を利用することができる対象者は、市内に居住する中学生とする。
　（場所）
第５条　学習塾の実施場所は、歌志内市コミュニティセンター（以下「うたみん」という。）とする。
　（事業の内容等）
第６条　学習塾の教科内容は、国語、英語、数学の基本的な学習を学年別に実施するものとし、１回につき５０分程度の学習時間を設定する。
２　事業の実施日及び実施時間は、歌志内市立歌志内中学校の授業日等に支障のない日から、教育委員会と法人が協議して定める。
３　前各項の規定にかかわらず、必要に応じて事業を追加して実施することができる。
　（学習塾の利用）
第７条　学習塾を利用しようとする中学生は、教育委員会へチャレンジキャンパス利用申込書兼保護者同意書（別記様式第１号）を教育委員会に提出しなければならない。
２　教育委員会は、前項の提出を受けた保護者に対し、チャレンジキャンパス利用許可・不許可決定書（別記様式第２号）を通知するものとする。
３　利用許可を受けた中学生（以下「受講生」という。）が、学習塾の利用を中止する場合には、あらかじめ、チャレンジキャンパス利用中止届出書（別記様式第３号）を教育委員会に提出しなければならない。
　（受講生の遵守事項）
第８条　受講生は、次の事項を守らなければならない。
　(１)　うたみんの決まりを守ること。
　(２)　施設、設備、備品等を滅失し、又はき損しないこと。
  (３)　施設内の風紀及び秩序を乱さないこと。
  (４)　前３号に掲げるもののほか教育委員会が指示する事項
　（利用の取消）
第９条　教育委員会は、受講生が他の受講生に迷惑を及ぼす行為が見られるとき、又は管理運営上支障があると認められるときには、利用許可を取り消すことができる。
　（事業の経費）
第10条　学習塾の実施に要する経費は教育委員会が負担する。ただし、受講生の交通費及び受講生が使用する消耗品等は、受講生が負担する。
　（その他の事項）
第11条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に教育長が定めるものとする。

　　　附　則
　この訓令は、平成２８年７月２６日から施行する。
